
（７） No.682広報 平成19年9月10日 

おしらせHOTコーナー　案内 
　
平
成
１９
年
第
３
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

を
９
月
３
日
豺
か
ら
２１
日
貊
ま
で
開
会
し

て
い
ま
す
。
 

一
般
質
問
日
＝
９
月
１８
日
貂
〜
２０
日
貅
 

※
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
仕
事
全

般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状

況
や
こ
れ
か
ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と
 

F
各
日
４２
人
（
先
着
順
）
 

I
議
事
調
査
課
蕁
A
２
７
７
 

  　
市
で
は
、
１０
月
１５
日
豺
か
ら
２１
日
豸
の

『
行
政
相
談
週
間
』
に
合
わ
せ
、
総
合
相

談
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
開
催
場
所
が

市
役
所
駅
前
出
張
所
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

A

１０
月
１９
日
貊
　
午
後
１
時
２０
分
〜
４
時

※
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
の
み
電
話
予

約
＝
１０
月
１７
日
貉
　
午
前
９
時
〜
蕁
９９６
・

２
１
１
１
 

B
市
役
所
駅
前
出
張
所
相
談
室
・
会
議
室
 

D

日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、

行
政
書
士
・
行
政
相
談
委
員
・
弁
護
士
・

税
理
士
が
相
談
内
容
別
に
対
応
 

G
無
料
 

I
広
聴
広
報
課
蕁
A
３
７
３
 

行
政
相
談
 

　
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談

委
員
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
 

　
役
所
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
「
分
か

ら
な
い
」
「
説
明
に
納
得
で
き
な
い
」
「
処

理
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
な

ど
の
苦
情
や
要
望
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

A
毎
月
第
２
水
曜
日
　
午
後
１
時
〜
４
時
 

B
市
役
所
２
階
・
市
民
相
談
室
 

　
こ
の
ほ
か
、
総
務
省
関
東
管
区
行
政
評

価
局
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

行
政
苦
情
１
１
０
番
蕁
０
５
７
０
・
０
９

０
１
１
０
 

  A

１０
月
４
日
貅
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
 

B

三
郷
市
文
化
会
館
（
三
郷
駅
北
口
下
車

徒
歩
１３
分
）
 

D

民
事
お
よ
び
家
事
に
関
す
る
相
談
※
相

談
員
＝
民
事
調
停
委
員
お
よ
び
家
事
調
停

委
員
（
越
谷
調
停
協
会
所
属
）
 

G
無
料
 

I

さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
越
谷
支
部
蕁
９６４

・
２
８
１
１
A
４
５
０
 

  A

１０
月
１
日
豺
　
受
付
時
間
＝
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
 

B

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
（
越
谷
駅
東
口

下
車
徒
歩
５
分
）
　
 

F
先
着
順
（
予
約
不
要
）
　
 

I

埼
玉
弁
護
士
会
越
谷
支
部
蕁
９６２
・
１
１

８
８
 

  A
９
月
１７
日
豢
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
 

B

埼
玉
司
法
書
士
会
越
谷
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
越
谷
駅
東
口
下
車
徒
歩
５
分
）
 

D

①
面
談
相
談
（
予
約
制
）
　
②
電
話
相

談
（
相
談
専
用
電
話
蕁
０４８
・
８７２
・
８
０
５

５
※
９
月
１７
日
の
み
）
 

I
埼
玉
司
法
書
士
会
蕁
０４８
・
８６３
・
７
８
６
１
 

  A

１０
月
１
日
豺
〜
３
日
貉
　
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時
 

D

く
ら
し
の
相
談
や
許
可
認
可
等
の
手
続

き
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
電
話
で
の
相
談
 

I

埼
玉
県
行
政
書
士
会
蕁
０４８
・
８３３
・
０
９

０
０
 

  　
現
在
、
皆
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
八
潮

市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、
９
月

３０
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
 

　
新
し
い
保
険
証
は
９
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
郵
便
受
け
や
玄
関
に
表
札
を

付
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
特
に
ア
パ
ー

ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

ご
自
宅
の
玄
関
ド
ア
や
集
合
ポ
ス
ト
に
表

札
が
な
い
と
保
険
証
が
配
達
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
新
し
い
保
険
証
が
届
き
ま
し
た

ら
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
等
を
必
ず

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

I
国
保
年
金
課
蕁
A
８
２
８
・
８
２
９
 

   　
〜
ペ
ッ
ト
は
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て
飼

い
ま
し
ょ
う
〜
 

　
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
い
方
に
つ
い

て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
『
動
物

愛
護
週
間
』
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ペ

ッ
ト
は
心
を
豊
か
に
し
、
日
常
生
活
に
癒

し
を
与
え
て
く
れ
る
大
切
な
存
在
で
す
。
 

　
し
か
し
、
鳴
き
声
が
う
る
さ
か
っ
た
り
、

病
気
に
な
っ
た
り
と
良
い
面
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
時
に
は
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

　
ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に
そ
の
習
性
を
良
く

調
べ
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
最
後
ま
で

面
倒
を
み
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

①
ペ
ッ
ト
の
排
泄
物
は
、
飼
い
主
が
責
任

を
も
っ
て
始
末
し
ま
し
ょ
う
。
 

②
ペ
ッ
ト
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
 

③
飼
い
犬
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く

登
録
を
行
い
、
年
に
一
度
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

④
飼
い
犬
の
散
歩
時
は
、
リ
ー
ド
（
引
き

綱
）
で
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。
 

I
環
境
課
蕁
A
２
３
５
 

   　
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の

取
り
組
み
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象

と
し
た
電
話
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
 

A
９
月
１７
日
豢
〜
２３
日
豢
　
午
前
８
時
３０
 

分
〜
午
後
７
時
（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝

日
は
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
）
 

相
談
電
話
番
号
　
０
１
２
０
・
００７
・
１１０
 

相
談
担
当
者
　
法
務
局
職
員
、
埼
玉
県
子

ど
も
の
人
権
専
門
委
員
 

I

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
越
谷
支
局
蕁
９９６

・
１
３
２
１
 

  D

①
結
婚
＝
本
人
ま
た
は
三
親
等
以
内
の

親
族
の
結
婚
費
用
②
育
児
＝
妊
娠
か
ら
小

学
校
入
学
ま
で
に
発
生
す
る
育
児
費
用
③

教
育
＝
入
学
金
、
授
業
料
等
の
教
育
資
金
 

限
度
額
①
②
＝
１００
万
円
　
③
＝
２００
万
円
 

貸
付
利
率
〈
年
利
〉
１.９
パ
ー
セ
ン
ト
 

▼
利
率
は
改
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
▼
別
途
、

保
証
料
（
０.７
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
必
要
で
す
。
 

▼
申
し
込
み
に
当
た
っ
て
の
要
件
（
県
内

居
住
、
年
齢
要
件
等
）
と
申
し
込
み
後
、

中
央
労
働
金
庫
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。
審

査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
い
か
ね
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
▼
別
途
応
急
資
金
、
失
業

資
金
も
設
け
て
い
ま
す
。
 

H
中
央
労
働
金
庫
県
内
各
支
店
へ
 

I
県
勤
労
者
福
祉
課
蕁
０４８
・
８３０
・
４
５
１
８
 

A

B

D

E

F

H

I

C

G

国
民
健
康
保
険
証
を
更
新
し
ま
す
！
 

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
 

総
合
相
談
の
開
催
 

八
潮
市
議
会
定
例
会
の
傍
聴
 

無
料
成
年
後
見
相
談
会
 

行
政
書
士
電
話
相
談
 

調
停
相
談
 

    市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
で
す
。
 

 祐
希
恵
連
盟
「
唄
と
踊
り
の
祭
典
」
 

A

９
月
２３
日
豢
　
B

八
潮
メ
セ
ナ
　
G

無

料
　
I
小
倉
蕁
９９５
・
１
８
６
３
 

 詩
吟
を
習
お
う
 

　
８０
年
の
歴
史
を
誇
る
神
風
流
で
す
。
上

手
に
う
た
え
る
詩
吟
を
目
指
し
ま
す
。
 

A
毎
月
２
回
火
曜
日
　
午
後
２
時
〜
４
時
 

B
八
幡
公
民
館
、
八
條
公
民
館
ほ
か
 

講
習
会
開
催
A

①
９
月
１１
日
貂
・
②
１４
日

貊
　
午
後
２
時
〜
　
B

①
八
幡
公
民
館
、

②
八
條
公
民
館
　
G

２００
円
（
資
料
代
、
入

会
者
に
は
返
金
し
ま
す
）
　
I

神
和
会
若

葉
支
部
・
下
谷
蕁
９９６
・
５
０
５
２
 

 ①
圭
春
選
抜
書
展
 

A

９
月
２１
日
貊
〜
２３
日
豢
　
午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
６
時
（
２１
日
は
午
後
１
時
か
ら
、

２３
日
は
午
後
５
時
ま
で
）
 

②
圭
春
学
生
書
作
展
 

A

９
月
２４
日
豕
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

５
時
 

―
①
②
共
通
―
　
B
八
潮
メ
セ
ナ
展
示
室
 

G
無
料
　
I
野
口
蕁
９９６
・
５
２
７
０
 

 第
２３
回
市
民
水
泳
大
会
　
 

A

１１
月
１１
日
豸
　
B

市
民
温
水
プ
ー
ル
　

C

小
学
生
以
上
※
年
代
別
各
種
目
あ
り
　

G

７００
円
　
H

９
月
２１
日
か
ら
１０
月
２０
日
ま

で
に
、
八
潮
ス
イ
ミ
ン
グ
・
斉
藤
（
蕁
９９７

・
２
０
１
４
）
へ
 

 日
本
商
工
会
議
所
簿
記
検
定
試
験
 

A

１１
月
１８
日
豸
　
１
級
・
３
級
＝
午
前
９

時
〜
、
２
級
・
４
級
＝
午
後
１
時
３０
分
〜
 

B

獨
協
大
学
（
松
原
団
地
駅
下
車
徒
歩
８

分
）
　
G

１
級
７
５
０
０
円
、
２
級
４
５

０
０
円
、
３
級
２
５
０
０
円
、
４
級
１
６

０
０
円
　
H

１０
月
４
日
か
ら
２１
日
ま
で
に

草
加
商
工
会
議
所
（
蕁
９２８
・
８
１
１
１
）

へ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
け
付
け
も

し
て
い
ま
す
。
（
１０
月
１５
日
締
め
切
り
）
 

 市
長
杯
争
奪
・
愛
好
者
連
絡
会
 

へ
ら
鮒
釣
り
競
技
大
会
 

A

９
月
３０
日
豸
　
午
前
４
時
３０
分
〜
　
※

現
地
集
合
解
散
、
釣
行
競
技
時
事
故
等
自

己
責
任
　
B

羽
生
吉
沼
（
羽
生
市
）
　
F

８０
人
（
申
込
順
）
　
G

５
０
０
０
円
（
入

漁
料
・
賞
品
代
込
み
）
　
H

９
月
１５
日
ま

で
に
、
実
行
委
員
長
・
井
上
（
蕁
９９６
・
３

２
０
６
）
へ
 

 健
康
講
座
 

「
癌
で
苦
し
む
人
を
減
ら
す
た
め
に
」
 

A

９
月
２８
日
貊
　
午
後
７
時
〜
　
B

八
潮

メ
セ
ナ
集
会
室
　
D

講
師
＝
戸
田
洋
さ
ん

（
八
潮
中
央
総
合
病
院
外
科
医
師
）
　
F

６０
人
（
先
着
順
）
　
G

無
料
　
I

八
潮
中

央
総
合
病
院
学
術
部
蕁
９９６
・
１
１
３
１
 

 明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
古
典
音
楽
か
ら
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
、
現
代

音
楽
ま
で
演
奏
し
ま
す
。
 

A
１０
月
７
日
豸
　
午
後
６
時
３０
分
開
演
（
午

後
５
時
３０
分
開
場
）
　
B

草
加
市
文
化
会

館
　
G

〈
全
席
自
由
〉
２
５
０
０
円
※
未

就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
　
I

八
潮
メ
セ
ナ
蕁
９９８
・
２
５
０
０
、
る
菓
壇

蕁
９９７
・
７
７
７
７
、
東
武
よ
み
う
り
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
蕁
９８７
・
０
５
５
３
 

 八
潮
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
勉
強
会
 

A

９
月
２０
日
貅
　
午
前
１０
時
〜
正
午
　
B

や
す
ら
ぎ
社
会
適
応
訓
練
室
　
D
講
演
「
障

害
の
あ
る
子
ど
も
の
思
春
期
の
対
応
に
つ

い
て
」
※
講
師
＝
太
田
元
治
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
T
ａ
ｋ
ｅ
理
事
長
）

G

３００
円
　
H

９
月
１８
日
ま
で
に
佐
川
（
蕁

０９０
・
８
７
７
３
・
９
９
０
０
、
電
子
メ
ー

ルchihomama.m.@
docomo.ne.jp

）
へ
 

 ヨ
ネ
ッ
ク
ス
杯
市
民
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
 

A

９
月
３０
日
豸
　
午
前
９
時
〜
　
B

文
化

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
D

男
女
ダ
ブ
ル
ス

１
部
・
２
部
・
３
部
、
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト

制
　
C

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
・
在
ク

ラ
ブ
の
方
（
ダ
ブ
ル
ス
の
内
１
人
が
該
当

す
れ
ば
可
）
　
G

一
般
＝
１
５
０
０
円
、

会
員
・
高
校
生
＝
１
０
０
０
円
、
中
学
生

＝
５
０
０
円
　
H

９
月
１６
日
ま
で
に
、
文

化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
蕁
９９６
・
５
１
２

６
）
へ
　
I
石
川
蕁
９９６
・
２
８
７
６
 

 税
金
・
経
営
・
資
金
繰
り
無
料
相
談
会
 

A

９
月
１８
日
貂
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
時
間
外
・
電
話
相
談
可
）
　
B

八
潮
民

主
商
工
会
　
D

商
売
と
暮
ら
し
の
こ
と
等

な
ん
で
も
相
談
　
G

無
料
　
I

八
潮
民
主

商
工
会
・
中
村
蕁
９９５
・
６
９
６
２
 

 第
１６
回
八
潮
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏

会
 

A

９
月
２９
日
貍
　
午
後
２
時
〜
４
時
（
午

後
１
時
３０
分
開
場
）
　
B

八
潮
メ
セ
ナ
ホ

ー
ル
　
D

斑
鳩
の
空
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
マ
ジ

ッ
ク
キ
ン
グ
ダ
ム
、
ミ
ス
・
サ
イ
ゴ
ン
ほ

か
　
G

無
料
　
I

八
潮
中
学
校
・
日
暮
蕁

９９６
・
４
２
１
９
 

 剣
道
教
室
参
加
者
募
集
 

A
９
月
１０
日
〜
２７
日
（
毎
週
月
・
木
曜
日
）

午
後
６
時
３０
分
〜
　
B

月
曜
日
＝
大
瀬
小

学
校
体
育
館
、
木
曜
日
＝
松
之
木
小
学
校

体
育
館
　
C

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
　
D

剣
道
の
楽
し
さ
を
学
び
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度

の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
　
E

運
動
の

で
き
る
服
装
（
靴
は
不
要
）
、
竹
刀
は
貸

与
あ
り
　
G

５００
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
）
 

H

I

八
潮
市
剣
道
連
盟
・
大
上
蕁
９９６
・
６

９
８
８
 

 マ
マ
さ
ん
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
募
集
 

A

毎
月
３
回
（
平
日
２
回
、
土
・
日
曜
日

１
回
）
　
B

川
口
市
内
施
設
な
ど
　
C

川

口
市
近
郊
在
住
の
マ
マ
さ
ん
ブ
ラ
ス
に
興

味
の
あ
る
方
、
楽
器
を
持
参
で
き
る
方
（
パ

ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ュ
ー
バ
な
ど
を
除
く
）
、

子
連
れ
練
習
に
理
解
の
あ
る
方
　
G

月
会

費
１
０
０
０
円
、
活
動
費
１
０
０
０
円
　

I

友
澤
蕁
０９０
・
２
７
６
７
・
４
１
８
５
 

９
月
２０
日
か
ら
２６
日
は
 

『
動
物
愛
護
週
間
』で
す
。
 

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
 

　
　
１
１
０
番
」
強
化
週
間
 

ひ
ぐ
ら
し
 

勤
労
者
向
け
融
資
制
度
 


